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中
部
方
面
混
成
団
創
立
七
周
年

大
津
駐
屯
地
創
設
五
十
五
周
年

記
念
行
事
盛
大
に
開
催

駐
屯
地
司
令
感
謝
状

入場者数
４,５００人

威風堂々と行進する新隊員

新隊員全員による自衛隊体操

大迫力のＦＨ７０の空包

大人気の戦車試乗

平
成
二
十
六
年
五
月
十
日
（
土
）
中
部

方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
は
、
県
知

事
、
大
津
市
長
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
団
創
立

七
周
年
、
駐
屯
地
創
設
五
十
五
周
年
記
念

行
事
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

今
年
の
記
念
行
事
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

過
去
最
高
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

観
閲
式
は
、
中
部
方
面
混
成
団
副
団
長

（
田
邊

一
佐
）
を
観
閲
部
隊
指
揮
官
と
し
て
、

団
隷
下
部
隊
、
中
部
方
面
音
楽
隊(

伊
丹)

が
参
列
、
観
閲
行
進
で
は
、
中
部
方
面
音

楽
隊
が
演
奏
す
る
中
、
第
一
〇
九
教
育
大

隊
の
新
隊
員
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
に
入
校

中
の
学
生
、
第
四
十
七
、
第
四
十
九
普
通

科
連
隊
に
加
え
、
各
地
か
ら
集
結
し
た
支

援
部
隊
の
車
両
が
多
数
の
来
場
者
の
前
を

威
風
堂
々
と
行
進
し
、
大
き
な
喝
采
を

浴
び
た
。

式
典
後
は
、
迫
力
あ
る
模
擬
戦
、
本
行

事
で
は
初
と
な
る
ラ
ッ
パ
演
奏
、
大
津
駐

屯
地
名
物
の
新
隊
員
に
よ
る
自
衛
隊
体
操

が
行
わ
れ
、
見
学
者
を
圧
倒
・
魅
了
し
、

盛
況
の
う
ち
に
、
記
念
式
典
を
終
了
し
た
。

式辞を述べる混成団長兼ねて駐屯地司令武政１佐

感謝状受賞者

中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
理
事

星
野
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二

様

第
四
陸
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特
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教
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第
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大
隊

教
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会
会
員

徳
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三
郎
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大
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自
衛
隊
協
力
会

理
事

木
村

義
弘

様

大
津
駐
屯
地
業
務
隊
Ｏ
Ｂ
会

幹
事

鈴
木

晃
太
郎
様

大
津
駐
屯
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Ｏ
Ｂ
会

幹
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岩
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敏
文
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記

念

行

事

の
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混成団長感謝状

ご
支
援
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第２０号 （２）か け は し第２０号

連
隊
は
、
六
月
九
日
、
海
田
市
駐
屯
地
に

お
い
て
、
ま
ず
衛
生
小
隊
が
救
急
法
に
関
す

る
知
識
・
技
能
の
概
要
に
つ
い
て
教
育
し
、

じ
後
、
第
一
中
隊
が
負
傷
者
等
発
生
に
伴
う

小
隊
長
等
の
状
況
判
断
に
つ
い
て
展
示
説
明

し
た
。

展
示
で
は
接
敵
行
進
や
陣
地
攻
撃
な
ど
の

各
種
状
況
に
お
い
て
負
傷
者
等
が
発
生
し
た

場
合
に
「
与
え
ら
れ
た
任
務
と
節
調
を
図
り

な
が
ら
、
い
か
に
救
護
す
る
か
。
」
の
事
例

を
提
示
し
て
理
解
の
促
進
を
図
り
、
じ
後
の

訓
練
の
資
と
し
た
。

第
一
線
救
護
訓
練

連
隊
は
、
六
月
二
日
か
ら
九
日

ま
で
の
間
、
海
田
市
駐
屯
地
及
び

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
情
報

管
理
検
査
を
実
施
し
、
各
中
隊
の

業
務
が
概
ね
適
正
に
遂
行
さ
れ
て

い
る
の
を
確
認
し
た
。

指
導
事
項
に
つ
い
て
は
速
や
か

に
是
正
改
善
し
、
第
３
四
半
期
に

混
成
団
が
計
画
す
る
情
報
管
理
検

査
受
検
を
目
標
に
、
引
き
続
き
情

報
流
出
の
未
然
防
止
を
図
る
。

連
隊
情
報
管
理
検
査

射撃による援護下の救護 教材を利用したリアルな展示

駐屯地内１０キロの徒歩行進

情
報
流
出
防
止
に
万
全
を
期
す
！

パソコン検査

首頚椎保護要領の展示

教材を利用したリアルな展示

職場生活体験支援

連
隊
は
、
五
月
二
十
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
の
間
、
企
業
五
社
と
海
田

町
役
場
の
新
規
採
用
職
員
計
四
十
七

名
に
対
す
る
隊
内
生
活
体
験
支
援
を

担
任
し
た
。

生
活
体
験
参
加
者
は
、
基
本
教
練
、

天
幕
設
営
、
救
急
法
、
担
架
搬
送
な

ど
の
ほ
か
、
重
さ
約
二
十
キ
ロ
の
荷

物
を
交
代
で
背
負
っ
て
約
十
キ
ロ
の

徒
歩
行
進
な
ど
を
体
験
し
た
。

全
て
の
訓
練
を
終
え
た
生
活
体
験

参
加
者
は
、
「
自
衛
隊
の
団
体
行
動

を
通
じ
て
、
お
互
い
の
こ
と
を
考
え

助
け
合
う
良
い
体
験
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。

離
隊
時
は
、
連
隊
の
全
隊
員
に
見

送
ら
れ
自
信
に
満
ち
た
晴
れ
が
ま
し

い
様
子
で
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。



か け は し（３）第２０号

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
五
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
中

部
方
面
混
成
団
総
合
隊
務
視
察
を
受

察
し
た
。

視
察
は
、
隊
務
全
般
に
つ
い
て
行
わ
れ
、

情
報
管
理
検
査
、
物
品
管
理
検
査
及
び
補

給
整
備
検
査
を
併
せ
て
受
検
し
た
。

こ
の
間
、
混
成
団
長
に
よ
る
初
度
視
察

を
受
察
し
、
連
隊
の
現
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
団
長
訓
示
で
は
、
「
『
我
ら
混

成
団
』
『
我
ら
49
連
隊
』
の
指
標
の
下
、

連
隊
長
を
核
心
と
し
て
、
部
隊
一
丸
と

な
っ
て
任
務
を
完
遂
で
き
る
精
強
な
普
通

科
連
隊
を
目
標
と
し
て
、
引
き
続
き
精
励

せ
よ
」
と
連
隊
隊
員
を
鼓
舞
し
た
。

写真

観閲行進

招集訓練開始に伴い連隊の隊務運営方針を示す連隊長

訓練展示

らっぱ吹奏観閲式

訓練展示訓練展示

連
隊
は
、
五
月
十
日
（
土
）
、
大
津
駐

屯
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
中
部
方
面
混

成
団
創
立
七
周
年
・
大
津
駐
屯
地
創
設
五

十
五
周
年
記
念
行
事
に
参
列
し
た
。

観
閲
式
で
は
連
隊
長
以
下
一
一
八
名
の

隊
員
が
参
列
し
た
ほ
か
、
訓
練
展
示
（
模

擬
戦
闘
）
を
担
任
、
約
四
五
〇
〇
名
の
来

場
者
に
連
隊
の
勇
姿
を
初
披
露
し
た
。

団長訓示受け隊内巡視

情報管理検査物品管理検査

連
隊
は
、
六
月
六
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
間
、
各
出

頭
訓
練
地
に
お
い
て
第
二
次

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
実
施
し
た
。

各
中
隊
は
七
月
に
予
定
し

て
い
る
連
隊
射
撃
野
営
に
向

け
各
種
火
器
の
練
成
射
撃
を

実
施
し
た
。

六
月
二
十
五
日
に
は
、
七

月
中
旬
に
実
射
検
閲
を
受
閲

す
る
重
迫
撃
砲
中
隊
が
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
一
二

〇
ミ
リ
迫
撃
砲
の
練
成
射
撃

（

夜

間

射

撃

含
む

）
を

行
っ
た
。

連
隊
は
、
四
月
十
七
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
間
、
各
出
頭
訓
練
地
に
お
い
て
平
成
二
十
六

年
度
第
一
次
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実

施
し
た
。

各
出
頭
訓
練
地
（
金
沢
、
豊
川
、
久
居
、
大

久
保
、
信
太
山
、
伊
丹
）
で
は
招
集
訓
練
開
始

に
伴
い
連
隊
長
訓
示
を
行
い
、
「
仕
事
は
楽
し

く
や
り
た
い
。
楽
し
く
や
る
た
め
に
は
、
や
ら

さ
れ
て
嫌
々
や
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
思

で
能
動
的
に
仕
事
に
励
み
、
組
織
と
し
て
皆
が

楽
し
く
や
れ
る
環
境
を
互
い
に
築
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
」
と
し
、
「
お
互
い
に
、
能
動
的

に
、
為
す
べ
き
こ
と
を
為
し
ま
し
ょ
う
。
」
と

改
め
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
国
内
外

情
勢
、
国
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
、
こ
の

度
の
改
編
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
、
今

年
度
の
連
隊
隊
務
運
営
方
針
を
示
し
た
。



第２０号 か け は し （４）

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

谷

俊
彦
一
佐
）

は
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
一
日
、
創
隊
六
十
周

年
記
念
行
事
を
行
っ
た
。

六
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
る
今
回
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
式
典
の
ほ
か
、
基
幹
隊
員
及
び

四
曹
教
友
の
会
の
皆
様
と
の
人
文
字
の
撮
影
、
部

隊
史
紹
介
と
し
て
の
第
四
陸
曹
教
育
隊
六
十
年
間

の
歴
史
の
紹
介
を
駐
屯
地
で
行
っ
た
。
そ
の
後
は

琵
琶
湖
湖
上
で
、
琵
琶
湖
汽
船
の
観
光
船
「
ビ
ア

ン
カ
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
記
念
懇
親
会
を
行

っ
た
。
記
念
懇
親
会
に
は
、
基
幹
隊
員
の
家
族
も

含
め
て
百
七
十
四
名
が
参
加
し
、
豪
華
な
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
、
家
族
サ
ー
ビ

ス
を
楽
し
む
隊
員
の
姿
や
、
部
隊
紹
介
で
の
懐
か

し
い
写
真
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
Ｏ

Ｂ
の
姿
も
あ
り
、
家
族
間
相
互
の
交
流
や
、
部
外

協
力
者
と
の
意
見
交
換
等
を
行
う
な
ど
、
信
頼
感

の
醸
成
を
図
っ
た
。

陸
曹
教
育
隊
に
入
校
し
て

大津警察署長から感謝状の受賞

大津警察署長、副署長との記念撮影

記念式典友の会との合同での人文字

ビアンカでの記念懇親会

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
、
第
二
期
生
徒

陸
曹
候
補
生
課
程
（
前
期
）
を
履
修
中
の
小
林
候

補
生
（
左
）
・
片
岡
候
補
生
（
右
）
に
大
津
警
察

署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

両
隊
員
は
、
外
出
か
ら
の
帰
隊
途
中
に
大
津
市

内
に
お
い
て
、
男
性
が
全
速
力
で
走
っ
て
い
る
後

を
店
員
が
追
い
か
け
て
い
る
様
子
を
確
認
し
男
性

を
追
跡
、
追
い
か
け
て
い
た
店
員
に
よ
る
と
、
男

性
は
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
を
し
て
逃
走
中
で
あ
る

と
知
ら
さ
れ
、
店
員
と
協
力
し
て
逃
げ
込
ん
だ
パ

チ
ン
コ
店
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
を
発
見
し

た
。
そ
の
男
性
は
、
裏
口
か
ら
逃
走
し
た
が
、
追

跡
し
て
男
性
を
取
り
押
さ
え
警
察
に
身
柄
を
引
き

渡
し
た
。

大
津
警
察
署
で
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
で
、

岡
根
孝
明
署
長
は
、
「
強
制
わ
い
せ
つ
事
件
被
疑

者
逮
捕
の
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
」
と
二
名

の
隊
員
を
称
え
た
。

私
は
、
陸
曹
教
育
隊
は
、
自
衛
隊

の
原
点
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

高
等
工
科
学
校
で
の
生
徒
教
育
で

「
一
つ
一
つ
の
動
作
を
し
っ
か
り
し

て
お
れ
ば
今
後
役
立
つ
」
「
体
を
鍛

え
ろ
」
な
ど
言
わ
れ
な
が
ら
、
我
武

者
羅
に
三
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
陸
曹
教
育
隊
に
入
校
を

し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
高
等
工
科

学
校
で
の
生
徒
教
育
は
、
「
受
け
身
」

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
り

あ
え
ず
は
指
示
を
待
ち
、
示
さ
れ
た

事
だ
け
を
や
っ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
陸
曹
教
育
隊
に
入
校
を

し
て
直
ぐ
に
、
受
け
身
で
な
く
自
主

積
極
的
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
生
徒
の
頃
か
ら
何
事

も
皆
で
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
陸
曹
教

育
隊
に
入
校
し
て
よ
り
同
期
の
大
切

さ
が
分
っ
た
か
ら
で
す
。

立
派
な
陸
曹
に
な
る
た
め
に
は
、

今
の
事
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

の
が
一
番
の
近
道
だ
と
お
も
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林

怜
央

強制わいせつ事件被疑者逮捕に協力



第２０号 か け は し（５）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

３ヶ月の軌跡自 衛 官 候 補 生

一 般 陸 曹 候 補 生

同期は一生忘れません

力強く答辞を述べる代表者佐野２士

たくさんの大津駐屯地の方々に見送られ

入
隊
時

五
月

（
練
成
期
）

六
月

（
完
成
期
）

四
月

（
環
境
順
応
期
）

修
了
式

そ
れ
ぞ
れ
の
後
期
教
育
へ

入
隊
式
を
終
え
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
訓
練
が
始
ま
る
。
慌
た
だ

し
い
生
活
の
中
で
自
分
の
時
間
の

作
り
方
が
上
手
く
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。

大
津
駐
屯
地
記
念
行
事
で
は
観

閲
行
進
や
自
衛
隊
体
操
を
披
露
し
、

あ
い
ば
野
演
習
場
で
は
元
気
に
２

５
ｋ
ｍ
行
進
訓
練
を
完
歩
し
た
。

自
衛
官
と
し
て
の
知
識
、
技
能
、

体
力
が
向
上
し
顔
つ
き
が
逞
し
く

な
る
。

六
月
二
十
八
日
（
土
）
、
第
七
期
一
般

陸
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
の
修
了
式

を
実
施
し
た
。
三
百
九
十
八
名
の
新
隊
員

が
多
数
の
来
賓
や
父
兄
の
方
々
に
自
衛
官

ら
し
く
逞
し
く
な
っ
た
姿
を
披
露
し
た
。

そ
の
後
、
約
千
二
百
名
が
参
加
し
た
関

連
行
事
で
は
記
念
会
食
終
了
後
に
、
第
三

音
楽
隊
（
千
僧
駐
屯
地
）
に
よ
る
音
楽
演

奏
会
な
ど
を
行
っ
た
。
新
隊
員
達
は
父
兄

と
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
後
期
部
隊
へ
と

旅
立
つ
決
意
を
新
た
に
し
た
。

七
月
一
日
（
火
）
、
大
津
駐

屯
地
で
の
思
い
出
を
胸
に
残
し
、

基
幹
隊
員
に
見
送
ら
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
後
期
教
育
部
隊
へ
異
状
な

く
異
動
し
た
。

や
や
緊
張
気
味
で
着
隊
し
た
新

隊
員
達
は
、
規
則
正
し
く
慣
れ
な

い
集
団
生
活
に
と
ま
ど
う
事
も
あ

っ
た
が
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
す
ぐ

に
仲
間
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
出

来
、
助
け
合
い
、
夢
と
希
望
あ
ふ

れ
る
自
衛
隊
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

任
地
発
表
を
数
日
後
に
控
え
訓

練
の
集
大
成
と
な
る
戦
闘
訓
練
練

度
判
定
に
勇
猛
果
敢
に
挑
み
最
後

の
力
を
振
り
絞
り
攻
撃
目
標
を
奪

取
し
た
。

比叡山延暦寺史跡研修

鍛錬の２５ｋｍ行進訓練気迫の戦闘訓練！！ 堂々の観閲行進

美味しい食事に感謝

これが最後の集大成！！

まずは敬礼から静粛の武器授与式



第２０号 か け は し （６）

第
一
一
〇
教
育
大
隊

新隊員の成長

不撓不屈の戦闘訓練

手取り足取り・・・

写真

練成の成果は！？

写真

２５ｋｍ行進香色山登山走競技会

責任の重さ！ よろしくお願いします。

点検お願いします！

入
隊
時

四
月

（
環
境
順
応
期
）

五
月

（
練
成
期
）

六
月

（
完
成
期
）

い
よ
い
よ
訓
練
が
始

ま
り
、
毎
日
が
新
鮮
で

し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
は

班
長
が
親
身
に
な
っ
て

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
り
な
が
ら
着
隊
し
、

何
を
す
る
の
に
も
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。

毎
日
息
を
つ
く
暇
も

な
く
忙
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
信
頼
す
る
仲
間

と
励
ま
し
あ
っ
て
沢
山

の
困
難
を
乗
り
越
え
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
教
育
も
大

詰
め
で
す
。
今
ま
で
の

成
果
を
出
せ
る
よ
う
に

練
度
判
定
や
競
技
会
は

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し

た
。

大隊長からの祝辞

それぞれの後期教育へ

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
第
七
期
一
般

陸
曹
候
補
生
二
五
七
名
）
は
、
六
月
二

十
八
日
に
第
一
五
普
通
科
連
隊
（
自
衛

官
候
補
生
四
七
名
）
と
合
同
の
修
了
式

を
挙
行
し
た
。

約
三
ヶ
月
の
教
育
を
修
了
し
た
新
隊

員
た
ち
は
、
入
隊
し
た
当
初
の
初
々
し

い
姿
か
ら
、
厳
し
い
訓
練
を
通
じ
、
日

に
焼
け
た
精
悍
で
逞
し
い
姿
に
変
わ
り
、

来
賓
並
び
に
多
く
の
父
兄
の
方
々
を
驚

か
せ
て
い
た
。

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
・
任
地
で

一
人
前
の
自
衛
官
に
な
る
べ
く
、
専
門

的
な
後
期
教
育
を
受
け
る
。

精悍な姿に成長


